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は
じ
め
に

　

東
晋
の
王
羲
之
（
三
○
三
〜
三
六
一
）
は）

1
（

、
世
に
「
書
聖
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
今
、
近
藤
春
雄
『
中
国
学
芸
大
事
典
』（
大
修

館
書
店
）
の
「
王
羲
之
」
の
項
を
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。

　

お
う
ぎ
し
﹇
王
羲
之
﹈
三
二
一
〜
三
七
九
。
東
晋
の
琅
邪
臨
沂
（
山
東

省
）
の
人
。
字
は
逸
少
。
元
帝
の
と
き
、
右
軍
将
軍
・
会
稽
内
史
と
な
り
、

世
に
王
右
軍
と
称
せ
ら
れ
る
。
王
導
の
従
弟
の
子
で
、
父
の
王
曠
は
淮
南
太

守
と
な
っ
た
。
永
和
九
年
（
三
五
三
）
三
月
、
会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
、
当
時

の
名
士
、
謝
安
・
謝
万
・
孫
綽
な
ど
四
十
一
人
を
招
い
て
、
修
禊
を
行
い
、

流
觴
曲
水
の
宴
を
催
し
た
の
が
有
名
で
、
席
上
詩
序
を
作
っ
て
胸
懐
を
述
べ

た
も
の
に
蘭
亭
集
序
が
あ
る
。
叔
父
の
王
廙
に
つ
い
て
書
画
を
学
び
、
詩
書

に
長
じ
て
草
書
隷
書
は
古
今
に
冠
絶
し
、
蘭
亭
集
序
の
行
書
、
楽
毅
論
の
楷

書
、
十
七
帖
の
草
書
は
、
特
に
有
名
で
あ
る
。
没
し
て
金
紫
光
禄
大
夫
、
常

侍
の
官
を
加
え
ら
れ
た
が
、
子
供
た
ち
が
父
の
遺
志
に
よ
っ
て
固
辞
し
た
。

子
に
、
玄
之
・
凝
之
・
粛
之
・
徽
之
・
操
之
・
献
之
の
七
人
が
あ
り
、
中
で

も
献
之
が
有
名
で
、
父
と
と
も
に
二
王
の
称
が
あ
る
。
孝
武
帝
の
太
元
四
年

没
。
年
五
十
九
。
な
お
生
没
年
に
は
諸
説
が
あ
り
、
一
説
に
三
○
三
（
西
晋   

太
安
二
）
〜
三
六
一
（
升
平
五
）
と
あ
り
、
ま
た
一
説
に
三
○
七
（
永
嘉
元

年
）
〜
三
六
五
（
興
寧
三
）
と
あ
る
。

こ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
王
羲
之
は
草
書
・
隷
書
に
巧
み
で
あ
り
草
書
で
書

か
れ
た
「
十
七
帖
」
は
、
今
日
ま
で
書
を
習
う
者
の
手
本
と
な
っ
て
い
る
。

「
十
七
帖
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
藤
原
楚
水
の
「
書
道
名
蹟
基
本
叢
書
」

『
十
七
帖
』
附
録
（
三
省
堂
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

十
七
帖
に
つ
い
て
は
右
軍
書
記
に
、
こ
れ
烜
赫
た
る
著
名
の
帖
な
り
と
い

い
、
東
観
餘
論
に
書
中
の
龍
な
り
と
評
す
る
な
ど
、
歴
代
右
軍
書
中
の
劇
蹟

王
羲
之
と
周
撫
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二

を
以
て
称
せ
ら
れ
、
そ
の
書
の
妙
は
現
に
ま
た
吾
々
が
見
て
知
る
如
く
草
書

の
神
品
で
あ
る
。
こ
の
十
七
帖
が
如
何
に
し
て
で
き
た
か
と
い
う
と
、
む
か

し
唐
の
太
宗
は
い
た
く
王
右
軍
父
子
の
書
を
好
ま
れ
、
ひ
ろ
く
二
王
の
書
を

天
下
に
求
め
た
。
こ
の
と
き
集
っ
た
大
王
の
書
が
三
千
紙
あ
っ
た
。
こ
れ
を

分
類
表
装
し
て
各
一
丈
二
尺
の
巻
に
仕
立
て
さ
せ
、
又
蘭
亭
叙
の
例
に
な

ら
っ
て
虞
世
南
、
褚
庭
誨
等
に
命
じ
て
臨
搨
せ
し
め
、
弘
文
館
の
子
弟
に
与

え
て
、
習
字
の
手
本
に
供
せ
し
め
た
。
こ
れ
が
所
謂
館
本
で
あ
る
。
石
本
は

即
ち
こ
の
搨
本
か
ら
入
石
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
宋
以
後
非
常
に
多
く
の
翻

刻
本
が
で
き
た
。（
中
略
）
十
七
帖
に
は
宋
拓
の
精
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
か

ら
、
王
羲
之
の
草
書
の
真
面
目
を
見
よ
う
と
す
れ
ば
十
七
帖
を
外
に
し
て
は

求
め
が
た
い
と
も
い
え
よ
う
。

　

十
七
帖
の
中
に
収
め
た
尺
牘
は
、
古
か
ら
羲
之
が
周
撫
に
与
え
た
も
の
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
中
に
は
明
ら
か
に
周
撫
に
与
え
た
も
の
で
な
い
と
認
め

得
べ
き
も
の
も
あ
り
、
恐
ら
く
全
部
が
全
部
、
周
撫
に
与
え
た
も
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
中
の
二
十
数
通
は
周
撫
に
あ
て
た
も
の

に
相
違
あ
る
ま
い
。
周
撫
は
訪
の
子
で
字
を
道
和
と
い
い
、
永
和
間
、
益
州

刺
史
と
な
り
蜀
寇
を
破
っ
た
功
を
以
て
建
成
公
に
封
せ
ら
れ
、
征
西
督
護
、

鎮
西
将
軍
に
累
遷
し
官
に
あ
る
こ
と
数
十
年
、
恵
政
あ
り
、
卒
し
て
蜀
人
之

を
廟
祀
し
た
。
尚
お
こ
の
法
帖
を
十
七
帖
と
い
う
の
は
、
そ
の
初
め
の
郗
司

馬
帖
の
書
き
出
し
に
十
七
日
先
書
と
あ
る
の
を
と
っ
て
こ
の
帖
名
と
し
た
も

の
で
別
に
深
い
意
味
は
な
い
。

　

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
王
羲
之

の
「
十
七
帖
」
は
親
し
い
人
に
宛
て
た
書
翰
で
あ
り
、
そ
の
相
手
が
周
撫
な

る
人
物
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
羲
之
の
書
翰
を
通

し
て
王
羲
之
と
周
撫
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
と
思
う
。

 

周
撫
に
つ
い
て

　

先
に
挙
げ
た
藤
原
楚
水
氏
の
解
説
の
中
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
周
撫
は
周

訪
（
字
は
士
達
）
の
子
で
、
本
伝
は
『
晋
書
』
巻
五
十
八
に
あ
る
。

 
 　

撫
字
道
和
。
強
毅
有
父
風
、
而
将
御
不
及
。
元
帝
辟
為
丞
相
掾
。
父

喪
去
官
。
服
闋
襲
爵
、
除
鷹
揚
将
軍
、
太
武
昌
守
。
王
敦
命
為
従
事
中

郎
、
與
鄧
嶽
倶
為
敦
爪
牙
。
甘
卓
遇
害
、
敦
以
撫
為
沔
北
諸
軍
事
、
南

中
郎
将
、
鎮
沔
中
。
及
敦
作
逆
、
撫
領
二
千
人
従
之
。
敦
敗
、
撫
與
嶽

倶
亡
走
。
撫
弟
光
将
資
遺
其
兄
、
而
陰
欲
取
嶽
。
嶽
怒
曰
、「
我
與
伯

山
同
亡
。
何
不
先
斬
我
」。
会
嶽
至
、
撫
出
門
遙
謂
之
曰
、「
何
不
速

去
。
今
骨
肉
尚
欲
相
危
、
況
他
人
乎
」。
嶽
迴
船
而
走
、
撫
遂
共
入
西

陽
蛮
中
。
蛮
酋
向
蠶
納
之
。

 
 　

初
嶽
為
西
陽
、
欲
伐
諸
蛮
。
及
是
諸
蛮
皆
怨
、
将
殺
之
。
蠶
不
聴

曰
、「
鄧
府
君
窮
来
帰
我
。
我
何
忍
殺
之
」。
由
是
倶
得
免
。
明
年
、
詔

原
敦
党
。
嶽
撫
詣
闕
請
罪
、
有
詔
禁
錮
之
。

 
 　

咸
和
初
、
司
徒
王
導
以
撫
為
従
事
中
郎
、
出
為
寧
遠
将
軍
、
江
夏

相
。
蘇
峻
作
逆
、
率
所
領
従
温
嶠
討
之
。
峻
平
、
遷
監
沔
北
軍
事
、
南
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中
郎
将
、
鎮
襄
陽
。
石
勒
将
敦
敬
率
騎
攻
撫
。
撫
不
能
守
、
率
所
領
奔

于
武
昌
、
坐
免
官
。
尋
遷
振
威
将
軍
、
豫
章
太
守
、
後
代
毋
丘
奥
監
巴

東
諸
軍
事
、
益
州
刺
史
、
假
節
、
将
軍
如
故
。
尋
進
征
虜
将
軍
、
加
督

寧
州
諸
軍
事
。

 
 　

永
和
初
、
桓
温
征
蜀
、
進
撫
督
梁
州
之
漢
中
巴
西
梓
潼
陰
平
四
郡
軍

事
、
鎮
彭
模
。
撫
撃
破
蜀
餘
寇
隗
文
、
鄧
定
等
、
斬
偽
尚
書
僕
射
王

誓
、
平
南
将
軍
王
潤
、
以
功
遷
平
西
将
軍
。
隗
文
、
鄧
定
等
復
反
、
立

范
賢
子
賁
為
帝
。
初
、
賢
為
李
雄
国
師
、
以
左
道
惑
百
姓
、
人
多
事

之
。
賁
遂
有
衆
一
萬
。
撫
與
龍
驤
将
軍
朱
燾
撃
破
斬
之
、
以
功
進
爵
建

城
県
公
。

 
 　

征
西
督
護
蕭
敬
文
作
乱
、
殺
征
虜
将
軍
楊
謹
、
拠
涪
城
、
自
号
益
州

牧
。
桓
温
使
督
護
鄧
遐
助
撫
討
之
、
不
能
抜
、
引
退
。
温
又
令
梁
州
刺

史
司
馬
勲
等
会
撫
伐
之
。
敬
文
固
守
、
自
二
月
至
于
八
月
、
乃
出
降
。

撫
斬
之
、
伝
首
京
師
。

 
 　

升
平
中
、
進
鎮
西
将
軍
。
在
州
三
十
餘
年
、
興
寧
三
年
卒
。
贈
征
西

将
軍
、
諡
曰
襄
。
子
楚
嗣
。

　

 　

撫
、
字
は
道
和
。
強
毅
に
し
て
父
の
風
有
る
も
、
而
も
将
御
は
及
ば

ず
。
元
帝
辟
し
て
丞
相
の
掾
と
為
す
。
父
の
喪
に
官
を
去
る
。
服
闋や

み
爵

を
襲
ひ
、
鷹
揚
将
軍
・
太
武
昌
守
に
除
せ
ら
る
。
王
敦
命
じ
て
従
事
中
郎

と
為
し
、
鄧
嶽
と
倶
に
敦
の
爪
牙
と
為
る
。
甘
卓
害
に
遇
ひ
、
敦
は
撫
を

以
て
沔
北
諸
軍
事
・
南
中
郎
将
と
為
し
、
沔
中
に
鎮
せ
し
む
。
敦
の
逆
を

作
す
に
及
び
、
撫
は
二
千
人
を
領
し
て
之
に
従
ふ
。
敦
敗
れ
、
撫
は
嶽
と

倶
に
亡
走
す
。
撫
の
弟
光
は
資
を
将
て
其
の
兄
に
遺
し
て
、
陰
か
に
嶽
を

取
ら
ん
と
欲
す
。
嶽
怒
り
て
曰
く
、「
我
は
伯
山
と
同
に
亡
ば
ん
。
何
ぞ

先
づ
我
を
斬
ら
ざ
る
」
と
。
会た
ま

た
ま
嶽
至
り
、
撫
は
門
を
出
で
て
遙
か
に

之
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
何
ぞ
速
か
に
去
ら
ざ
る
。
今
、
骨
肉
す
ら
尚
ほ
相

ひ
危
ふ
か
ら
ん
と
す
、
況
ん
や
他
人
を
や
」
と
。
嶽
は
船
を
迴
し
て
走に

げ
、
撫
は
遂
に
共
に
西
陽
の
蛮
中
に
入
る
。
蛮
の
酋
向
蠶
は
之
を
納
る
。

　

 　

初
め
嶽
は
西
陽
を
為
め
、
諸
蛮
を
伐
た
ん
と
欲
す
。
是
に
及
ん
で
諸
蛮

は
皆
な
怨
み
、
将
に
之
を
殺
さ
ん
と
す
。
蠶
は
聴ゆ
る

さ
ず
し
て
曰
く
、「
鄧

府
君
は
窮
し
来
た
り
て
我
に
帰
す
。
我
何
ぞ
之
を
殺
す
に
忍
ば
ん
」
と
。

是
に
由
り
て
倶
に
免
る
る
を
得
た
り
。
明
年
、
詔
し
て
敦
の
党
を
原ゆ
る

す
。

嶽
・
撫
は
闕
に
詣
り
て
罪
を
請
ふ
に
、
詔
有
り
て
之
を
禁
錮
す
。

　

 　

咸
和
の
初
め
、
司
徒
王
導
は
撫
を
以
て
従
事
中
郎
と
為
し
、
出
で
て
寧

遠
将
軍
・
江
夏
の
相
と
為
る
。
蘇
峻
逆
を
作
す
や
、
領
す
る
所
を
率
ゐ
て

温
嶠
に
従
ひ
て
之
を
討
つ
。
峻
の
平
ぐ
や
、
監
沔
北
軍
事
・
南
中
郎
将
に

遷
り
、
襄
陽
に
鎮
す
。
石
勒
の
将
郭
敬
は
騎
を
率
ゐ
て
撫
を
攻
む
。
撫
は

守
る
能
は
ず
、
領
す
る
所
を
率
ゐ
て
武
昌
に
奔
り
、
坐
し
て
官
を
免
ぜ
ら

る
。
尋
い
で
振
威
将
軍
・
豫
章
の
太
守
に
遷
り
、
後
に
毋
丘
奥
に
代
は
り

監
巴
東
諸
軍
事
・
益
州
刺
史
・
假
節
と
な
り
、
将
軍
は
故
の
如
し
。
尋
い

で
征
虜
将
軍
に
進
め
ら
れ
、
督
寧
州
諸
軍
事
を
加
へ
ら
る
。

　

 　

永
和
の
初
め
、
桓
温
は
蜀
を
征
し
、
撫
を
進
め
て
梁
州
の
漢
中
・
巴

西
・
梓
潼
・
陰
平
四
郡
軍
事
を
督
せ
し
め
、
彭
模
に
鎮
す
。
撫
は
蜀
の
餘
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四

寇
隗
文
・
鄧
定
等
を
撃
破
し
、
偽
尚
書
僕
射
の
王
誓
・
平
南
将
軍
の
王
潤

を
斬
り
、
功
を
以
て
平
西
将
軍
に
遷
る
。
隗
文
・
鄧
定
等
は
復
た
反
し
、

范
賢
の
子
賁
を
立
て
て
帝
と
為
す
。
初
め
、
賢
は
李
雄
の
国
師
と
為
り
、

左
道
を
以
て
百
姓
を
惑
は
し
、
人
多
く
之
に
事つ
か

ふ
。
賁
遂
に
衆
一
萬
有

り
。
撫
は
龍
驤
将
軍
朱
燾
と
撃
破
し
て
之
を
斬
り
、
功
を
以
て
爵
を
建
城

県
公
に
進
め
ら
る
。

　

 　

征
西
督
護
の
蕭
敬
文
乱
を
為
し
、
征
虜
将
軍
の
楊
謹
を
殺
し
、
涪
城
に

拠
り
て
、
自
ら
益
州
の
牧
と
号
す
。
桓
温
は
督
護
の
鄧
遐
を
し
て
撫
を
助

け
て
之
を
討
た
し
む
る
も
、
抜
く
こ
と
能
は
ず
し
て
、
引
退
す
。
温
は
又

た
梁
州
刺
史
の
司
馬
勲
等
を
し
て
撫
に
会
し
て
之
を
伐
た
し
む
。
敬
文
は

固
く
守
り
、
二
月
よ
り
八
月
に
至
る
も
、
乃
ち
出
で
て
降
る
。
撫
は
之
を

斬
り
、
首
を
京
師
に
伝
ふ
。

　

 　

升
平
中
、
鎮
西
将
軍
に
進
め
ら
る
。
州
に
在
る
こ
と
三
十
餘
年
、
興
寧

三
年
卒
す
。
征
西
将
軍
を
贈
ら
れ
、
諡
し
て
襄
と
曰
ふ
。
子
の
楚
嗣
ぐ
。

こ
こ
に
「
敦
の
逆
を
作
す
に
及
び
、
撫
は
二
千
人
を
領
し
て
之
に
従
ふ
。
敦

敗
れ
、
撫
は
嶽
と
倶
に
亡
走
す
」
と
あ
る
の
は
、『
晋
書
』
巻
六
「
明
帝

紀
」
の
次
の
記
述
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、

 
 （
太
寧
二
年
）
秋
七
月
壬
申
朔
、
敦
遣
其
兄
含
及
銭
鳳
、
周
撫
、
鄧
岳

等
水
陸
五
萬
、
至
于
南
岸
。
温
嶠
移
屯
水
北
、
焼
朱
雀
桁
、
以
挫
其

鋒
。
帝
躬
率
六
軍
、
出
次
南
皇
堂
。
至
癸
酉
夜
、
募
壮
士
、
遣
将
軍
段

秀
、
中
軍
司
馬
曹
渾
、
左
衛
参
軍
陳
嵩
、
鍾
寅
等
。
甲
卒
千
人
渡
水
、

掩
其
未
畢
。
平
旦
戦
于
越
城
、
大
破
之
、
斬
其
前
鋒
将
何
康
。
王
敦
噴

惋
而
死
。

　

 

秋
七
月
壬
申
朔
、
敦
は
其
の
兄
の
含
及
び
銭
鳳
・
周
撫
・
鄧
岳
ら
水
陸
五

萬
を
し
て
、
南
岸
に
至
ら
し
む
。
温
嶠
は
屯
を
水
北
に
移
し
、
朱
雀
桁
を

焼
き
、
以
て
其
の
鋒
を
挫
く
。
帝
は
躬み
づ
か

ら
六
軍
を
率
ゐ
、
出
で
て
南
皇

堂
に
次や
ど

る
。
癸
酉
の
夜
に
至
り
て
、
壮
士
を
募
り
、
将
軍
段
秀
・
中
軍
司

馬
曹
渾
・
左
衛
参
軍
陳
嵩
・
鍾
寅
ら
を
遣
は
す
。
甲
卒
千
人
水
を
渡
り
、

其
の
未
だ
畢
ら
ざ
る
を
掩
ふ
。
平
旦
に
越
城
に
戦
ひ
て
、
大
い
に
之
を
破

り
、
其
の
前
鋒
将
何
康
を
斬
る
。
王
敦
は
噴
惋
し
て
死
す
。

の
よ
う
に
あ
る
。

　

ま
た
、「
石
勒
の
将
郭
敬
は
騎
を
率
ゐ
て
撫
を
攻
む
。
撫
は
守
る
能
は

ず
、
領
す
る
所
を
率
ゐ
て
武
昌
に
奔
り
、
坐
し
て
官
を
免
ぜ
ら
る
」
と
見
え

る
が
、
こ
れ
は
『
晋
書
』
巻
七
「
成
帝
紀
」
に
、

 
 （

咸
和
五
年
）
秋
八
月
、
石
勒
僭
即
皇
帝
位
、
使
其
将
郭
敬
寇
襄
陽
。

南
中
郎
将
周
撫
退
帰
武
昌
。

　
 

秋
八
月
、
石
勒　

僭
し
て
皇
帝
の
位
に
即
き
、
其
の
将
郭
敬
を
し
て
襄
陽

に
寇
せ
し
む
。
南
中
郎
将
周
撫
は
退
き
て
武
昌
に
帰
る
。

と
あ
る
記
述
と
一
致
す
る
。
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ま
た
、
周
撫
の
本
伝
に
「
永
和
の
初
め
、
桓
温
は
蜀
を
征
し
、
撫
を
進
め

て
梁
州
の
漢
中
・
巴
西
・
梓
潼
・
陰
平
四
郡
軍
事
を
督
せ
し
め
、
彭
模
に
鎮

す
。
撫
は
蜀
の
餘
寇
隗
文
・
鄧
定
等
を
撃
破
し
、
偽
尚
書
僕
射
の
王
誓
・
平

南
将
軍
の
王
潤
を
斬
り
、
功
を
以
て
平
西
将
軍
に
遷
る
」
と
あ
る
の
は
、

『
晋
書
』
巻
八
「
穆
帝
紀
」
に
、

 
 （

永
和
二
年
）
十
一
月
辛
未
、
安
西
将
軍
桓
温
帥
征
虜
将
軍
周
撫
、
輔

国
将
軍
譙
王
無
忌
、
建
武
将
軍
袁
喬
、
伐
蜀
、
拝
表
輒
行
。

　

 

十
一
月
辛
未
、
安
西
将
軍
桓
温
は
征
虜
将
軍
周
撫
・
輔
国
将
軍
譙
王
無

忌
・
建
武
将
軍
袁
喬
を
帥
ゐ
て
、
蜀
を
伐
ち
、
拝
表
し
て
輒
ち
行
く
。

と
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　

こ
れ
ら
『
晋
書
』
本
伝
お
よ
び
帝
紀
に
見
ら
れ
る
記
述
か
ら
は
、
王
羲
之

と
周
撫
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
周
撫
の
父
の
訪
は
、
安
南
将
軍
・
梁
州
刺
史
と
な
っ
た
人
物
で
、
王
敦

も
一
目
置
く
ほ
ど
の
武
人
で
あ
っ
た
。
撫
も
東
晋
に
な
っ
て
か
ら
は
王
敦
の

部
下
と
な
っ
て
重
用
さ
れ
た
。
後
に
王
敦
が
謀
反
を
起
こ
し
た
時
に
、
撫
は

敦
に
従
っ
た
が
、
後
に
赦
さ
れ
て
司
徒
王
導
の
従
事
中
郎
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
周
撫
は
王
敦
に
重
用
さ
れ
、
王
導
に
も
目
を
か
け
ら
れ
る
ほ

ど
に
王
氏
と
は
深
く
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

羲
之
と
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
世
説
新
語
』
豪
爽
篇
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

 
 

桓
宣
武
平
蜀
、
集
参
僚
置
酒
於
李
勢
殿
。
巴
蜀
縉
紳
、
莫
不
来
萃
。
桓

既
素
有
雄
情
爽
気
、
加
爾
日
音
調
英
発
、
叙
古
今
成
敗
由
人
、
存
亡
繋

才
。
其
状
磊
落
、
一
坐
歎
賞
。
既
散
、
諸
人
追
味
餘
言
。
于
時
尋
陽
周

馥
曰
、「
恨
卿
輩
不
見
王
大
将
軍
」。

　

 

桓
宣
武　

蜀
を
平
ら
げ
、
参
僚
を
集
め
て
李
勢
の
殿
に
置
酒
す
。
巴
・
蜀

の
縉
紳
、
来
り
萃あ
つ
ま

ら
ざ
る
莫
し
。
桓
は
素
よ
り
雄
情
爽
気
有
り
、
加
ふ

る
に
爾
の
日
は
音
調
英
発
し
、
古
今
の
成
敗
は
人
に
由よ

り
、
存
亡
は
才
に

繋か
か

る
を
叙
す
。
其
の
状
磊
落
、
一
坐
歎
賞
す
。
既
に
散
じ
、
諸
人
は
餘
言

を
追
味
す
。
時
に
尋
陽
の
周
馥
曰
く
、「
恨
む
ら
く
は
卿
が
輩
の
王
大
将

軍
を
見
ざ
る
こ
と
を
」
と
。

劉
注
に
引
く
『
晋
中
興
書
』
に
は
、

 

馥
、
周
撫
孫
也
。
字
湛
隠
。
有
将
略
、
曾
作
敦
掾
。

　
 

馥
は
、
周
撫
の
孫
な
り
。
字
は
湛
隠
。
将
略
有
り
て
、
曾
て
敦
の
掾
と
作な

る
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
「
周
撫
」
の
名
が
見
え
て
い
る
。『
世
説
新
語
』
本
文
に

見
え
る
「
李
勢
」
と
は
、
後
蜀
最
後
の
君
主
で
、
そ
の
悪
政
の
た
め
に
内
外
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の
信
望
を
失
っ
た
。
そ
こ
で
桓
温
は
穆
帝
の
永
和
二
年
に
、
周
撫
・
譙
王
無

忌
・
袁
喬
ら
を
率
い
て
、
そ
の
討
伐
に
出
向
い
た
。
こ
の
こ
と
は
先
に
挙
げ

た
『
晋
書
』
穆
帝
紀
の
記
述
と
一
致
す
る
。

　

そ
の
後
、
桓
温
は
参
軍
の
孫
盛
と
周
楚
（
周
撫
の
子
）
を
輜
重
に
留
め
て

そ
の
地
を
守
ら
せ
、
み
ず
か
ら
は
成
都
に
向
か
い
李
勢
の
軍
を
破
っ
た
。
な

お
、
桓
温
の
蜀
を
討
伐
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、『
世
説
新
語
』
識
鍳
篇
に

も
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

 
 

桓
公
将
伐
蜀
。
在
事
諸
賢
、
咸
以
李
勢
在
蜀
久
、
承
藉
累
葉
。
且
形
拠

上
流
三
峡
、
未
易
可
克
。
唯
劉
尹
云
、「
伊
必
能
克
蜀
。
観
其
蒲
博
、

不
必
得
、
則
不
為
」。

　

 

桓
公　

将
に
蜀
を
伐
た
ん
と
す
。
在
事
の
諸
賢
、
咸み

な
以お
も

へ
ら
く
、「
李

勢
は
蜀
に
在
る
こ
と
久
し
く
、
承
藉
累
葉
な
り
。
且
つ
形
は
上
流
三
峡
に

拠
り
、
未
だ
易
く
克
つ
可
か
ら
ず
」
と
。
唯
だ
劉
尹
云
ふ
、「
伊か
れ

は
必
ず

能
く
蜀
に
克
た
ん
。
其
の
蒲
博
す
る
を
観
る
に
、
必
ず
得
ざ
れ
ば
、
則
ち

為
さ
ず
」
と
。

以
上
、『
晋
書
』『
世
説
新
語
』
等
に
よ
っ
て
周
撫
と
王
羲
之
と
の
関
わ
り
を

見
て
い
っ
た
が
、
次
に
王
羲
之
が
周
撫
に
宛
て
た
書
翰
に
よ
っ
て
、
二
人
の

関
係
を
探
っ
て
み
た
い
。

 

周
撫
へ
の
書
翰

　

益
州
刺
史
の
周
撫
に
宛
て
た
書
翰
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る）
2
（

。

 
 

省
足
下
別
疏
、
具
彼
土
山
川
諸
奇
。
楊
雄
蜀
都
、
左
太
沖
三
都
、
殊
為

不
備
悉
。
彼
故
為
多
奇
、
益
令
其
游
目
意
足
也
。
可
得
果
、
当
告
卿
求

迎
。
少
人
足
耳
。
至
時
示
意
。
遅
此
期
、
真
以
日
為
歳
。
想
足
下
鎮
彼

土
、
未
有
動
理
耳
。
要
欲
及
卿
在
彼
、
登
汶
嶺
峩
眉
而
旋
。
実
不
朽
之

盛
事
。
但
言
此
、
心
以
馳
於
彼
矣
。

 

（『
右
軍
』
七
・『
淳
化
』
三
・『
二
王
』
上
）

　

 

足
下
の
別
疏
を
省
る
に
、
彼
の
土
の
山
川
諸
奇
を
具つ
ぶ
さ

に
す
。
楊
雄
の

「
蜀
都
」、
左
太
沖
の
「
三
都
」
も
、
殊
に
備
悉
な
ら
ず
と
為
す
。
彼か
し
こ

は

故も
と

よ
り
奇
多
し
と
為
せ
ば
、
益
ま
す
其
の
游
目
の
意
を
し
て
足
ら
し
め

ん
。
果
た
す
を
得
可
く
ん
ば
、
当ま
さ

に
卿
に
告
げ
て
迎
へ
を
求
む
べ
し
。
少

人
に
て
足
る
の
み
。
時
に
至
ら
ば
意
を
示
さ
ん
。
此
の
期
を
遅ま

つ
は
、
真

に
日
を
以
て
歳
と
為
す
。
想
ふ
に
足
下
は
彼
土
に
鎮
し
、
未
だ
動
く
理
有

ら
ざ
る
の
み
。
要か
な
ら

ず
卿
の
彼か
し
こ

に
在
る
に
及
び
、
汶ぶ
ん

嶺れ
い

・
峩が

眉び

に
登
り
て

旋か
へ

ら
ん
と
欲
す
。
実
に
不
朽
の
盛
事
な
り
。
但た

だ
此こ
れ

を
言
へ
ば
、
心
は
以す
で

に
彼か
し
こ

に
馳
す
。

　

「
あ
な
た
か
ら
の
別
疏
を
見
ま
す
に
、
そ
ち
ら
の
山
川
や
珍
し
い
産
物
な
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ど
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
あ
の
楊
雄
の
『
蜀
都
の
賦
』

や
左
思
の
『
三
都
の
賦
』
も
、
十
分
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
ち
ら
は

も
と
よ
り
奇
勝
が
多
い
の
で
、
い
よ
い
よ
こ
の
『
目
を
游
ば
せ
る
人
』
の
思

い
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
あ

な
た
に
連
絡
し
て
迎
え
の
者
を
よ
こ
す
よ
う
に
頼
み
ま
す
。
少
し
の
人
数
で

十
分
で
す
。
そ
の
時
に
な
っ
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
日
が
来
る
の

を
、
ま
こ
と
に
一
日
が
一
年
の
よ
う
な
思
い
で
待
っ
て
お
り
ま
す
。
思
い
ま

す
に
、
あ
な
た
は
そ
ち
ら
を
治
め
て
ら
れ
て
、
ま
だ
転
勤
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
か
あ
な
た
が
そ
ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
間
に
、
汶ぶ
ん

嶺れ
い

・
峩が

眉び

の
山
々
に
登
っ
て
き
た
い
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
本
当
に
『
不

朽
の
盛
事
』
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
口
に
し
た
だ
け
で
、

心
は
も
は
や
彼
の
地
に
馳
せ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
内
容
の
手
紙
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
あ
る
「
別
疏
」
と
は
、
手
紙
に
同
封
し
た
別
の
手
紙
を
い
う
。

「
不
朽
之
盛
事
」
は
、
魏
の
文
帝
の
「
典
論
論
文
」
に
「
蓋
し
文
章
は
経
国

の
大
業
に
し
て
、
不
朽
の
盛
事
な
り
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
も
の
。
羲
之
は

「
游
目
の
楽
し
み
」
す
な
わ
ち
景
勝
地
を
自
分
の
目
で
楽
し
む
と
い
う
こ
と

を
好
ん
で
い
た）

3
（

。
益
州
刺
史
で
あ
っ
た
周
撫
が
任
地
に
あ
る
間
に
、
是
非
と

も
彼
の
地
に
行
き
た
い
と
い
う
羲
之
の
思
い
が
よ
く
分
か
る
書
翰
で
あ
る
。

 
 

往
在
都
、
見
諸
葛
顒
。
曾
具
問
蜀
中
事
、
云
成
都
城
池
門
屋
楼
観
、
皆

是
秦
時
司
馬
錯
所
修
。
令
人
遠
想
慨
然
。
為
爾
不
。
信
一
一
示
。
為
欲

広
異
聞
。

 

（『
右
軍
』
一
六
・『
二
王
』
上
）

　

 

往さ
き

に
都
に
在
り
て
、
諸
葛
顒
に
見ま
み

ゆ
。
曾す
な
は

ち
具つ
ぶ
さ

に
蜀
中
の
事
を
問
ふ

に
、
成
都
の
城
池
・
門
屋
・
楼
観
は
、
皆
な
是こ

是
れ
秦
の
時
司
馬
錯
の
修

め
し
所
な
り
と
云
ふ
。
人
を
し
て
想
ひ
を
遠
く
し
て
慨
然
た
ら
し
む
。
爾し
か

り
と
為
す
や
不い
な

や
。
信
も
て
一
一
に
示
せ
。
為
に
異
聞
を
広
く
せ
ん
と
欲

す
。

　

「
以
前
、
都
で
諸
葛
顒
に
会
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
蜀
の
こ
と
を
色
々
と
尋

ね
ま
し
た
と
こ
ろ
、
成
都
の
城
池
・
門
屋
・
楼
観
は
、
す
べ
て
秦
の
時
に
司

馬
錯
が
作
っ
た
も
の
だ
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
本
当
に
そ
の
通
り
な
の
で

し
ょ
う
か
。
お
手
紙
で
詳
し
く
お
教
え
下
さ
い
。
見
聞
を
広
く
し
た
い
と
想

い
ま
す
の
で
」。
こ
こ
に
も
「
遊
目
」
を
楽
し
む
人
と
し
て
の
羲
之
の
思
い

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
彼
の
地
の
風
物
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す

る
書
翰
と
し
て
西
晋
の
陸
雲
（
二
六
二
〜
三
○
三
）
が
、
そ
の
兄
の
陸
機
に

宛
て
た
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る）

5
（

。

 
 

一
日
案
行
、
幷
視
曹
公
器
物
。
牀
薦
席
具
、
寒
夏
被
七
枚
。
介
幘
如
呉

幘
、
平
天
冠
遠
遊
冠
具
在
。
厳
器
方
七
八
寸
、
高
四
寸
餘
、
中
無
鬲
、

如
呉
小
人
厳
具
状
。
刷
膩
処
尚
可
識
。

枇
剔
歯
纖
綖
皆
在
。
拭
目
黄

絮
二
在
。
垢
垢
黒
目
涙
所
沾
洿
。
手
衣
臥
籠
挽
蒲
棋
局
書
箱
亦
在
。
奏
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八

案
大
小
五
枚
書
車
。
又
作
歧
案
、
以
臥
視
書
。
扇
如
呉
扇
、
要
扇
亦

在
。
書
箱
想
兄
識
彦
高
書
箱
、
甚
似
之
。
筆
亦
如
呉
筆
、
硯
亦
爾
。
書

刀
五
枚
。
瑠
璃
筆
一
枚
、
所
希
聞
、
景
初
三
年
七
月
、
劉
婕
妤
析

之
。
…
…

 

（「
與
平
原
書
」
其
一
）

　

 

一
日　

案
行
し
、
曹
公
の
器
物
を
幷あ
は

せ
視
る
。
牀
・
薦
席
は
具そ
な

は
り
、
寒

夏
の
被ひ

七
枚
あ
り
。
介
幘
は
呉
幘
の
如
く
、
平
天
冠
・
遠
遊
冠
具み

な
在

り
。
厳
器
は
方
七
八
寸
、
高
さ
四
寸
餘
、
中
に
鬲か
く

無
く
、
呉
の
小
人
の
厳

具
の
状
の
如
し
。
刷さ
つ

膩ぢ

す
る
処
は
尚
ほ
識
る
可
し
。
て
ふ

枇ひ

・
剔て
き

歯し

・
纖せ
ん

綖え
ん

は
皆
な
在
り
。
拭
目
の
黄
絮
二
つ
在
り
。
垢
垢
と
し
て
黒
き
は
目
涙
の
沾て
ん

洿を

す
る
所
な
り
。
手
衣
・
臥
籠
・
挽
蒲
・
棋
局
・
書
箱
も
亦
た
在
り
。
奏

案
大
小
五
枚
・
書
車
あ
り
。
又
た
歧き

案あ
ん

を
作
り
、
以
て
臥
し
て
書
を
視

る
。
扇
は
呉
扇
の
如
く
、
要
扇
も
亦
た
在
り
。
書
箱
は
想
ふ
に
兄
の
識
る

彦
高
の
書
箱
、
甚
だ
之
に
似
た
り
。
筆
も
亦
た
呉
筆
の
如
く
、
硯
も
亦
た

爾し
か

り
。
書
刀
五
枚
あ
り
。
瑠
璃
筆
一
枚
、
希
聞
す
る
所
は
、
景
初
三
年
七

月
、
劉
婕
妤
之
を
析さ

く
と
。
…
…

こ
の
書
翰
は
、
陸
雲
が
曹
操
の
遺
跡
を
訪
れ
て
、
そ
の
状
況
を
兄
の
陸
機
に

報
告
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
同
様
の
書
翰
が
他
に
も
二
条
あ
る
。
ま

た
、
陸
機
に
は
「
弔
魏
武
帝
文
」（『
文
選
』
巻
六
十
）
と
い
う
作
品
が
あ

り
、
そ
の
序
に
「
元
康
八
年
、
機
は
初
め
て
臺
郎
を
以
て
、
出
で
て
著
作
に

補
せ
ら
れ
、
秘
閣
に
遊
ん
で
、
魏
の
武
帝
の
遺
令
を
見
る
云
々
」
と
あ
り
、

恐
ら
く
此
の
書
翰
も
元
康
八
年
（
二
九
八
）
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
或
い
は
陸
機
が
「
弔
魏
武
帝
文
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
雲
を
取
材
に

行
か
せ
た
の
か
も
知
れ
な
い）

6
（

。

　

続
い
て
王
羲
之
の
周
撫
宛
て
の
書
翰
を
見
て
み
よ
う
。

 
 

云
譙
周
有
孫
、
高
尚
不
出
。
今
為
所
在
。
其
人
有
以
副
此
志
不
。
令
人

依
依
。
足
下
具
示
。
厳
君
平
司
馬
相
如
楊
子
雲
、
皆
有
後
否
。

 

（『
右
軍
』
一
○
・『
淳
化
』
三
・『
二
王
』
上
）

　

 

云
ふ
、
譙せ
う

周し
う

に
孫
有
り
、
高
尚
に
し
て
出
で
ず
と
。
今
、
為は

た
所
在
は
。

其
の
人
、
以
て
此
の
志
に
副そ

ふ
こ
と
有
り
や
不い
な

や
。
人
を
し
て
依
依
た
ら

し
む
。
足
下
、
具つ
ぶ
さ

に
示
せ
よ
。
厳
君
平
・
司
馬
相
如
・
楊
子
雲
は
、
皆

な
後
有
り
や
否
や
。

　

「
譙し
よ
う

周し
ゆ
う

に
は
孫
が
あ
り
、
高
尚
の
志
を
持
し
て
出
仕
し
な
い
、
と
言
う

こ
と
で
す
。
今
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
た
い
へ
ん

心
を
惹
か
れ
ま
す
。
ど
う
か
詳
し
く
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
厳
君
平
・
司
馬
相

如
・
楊
子
雲
は
、
そ
の
子
孫
が
ま
だ
生
き
て
い
る
の
で
す
か
」
と
い
う
内
容

で
あ
る
。「
譙
周
」
は
、『
三
国
志
』
巻
四
二
「
蜀
書
」
譙
周
伝
に
、「
周
の

長
子
は
煕
。
煕
の
子
は
秀
、
字
は
元
彦
。『
晋
陽
秋
』
に
曰
く
、
秀
、
性
は

清
静
に
し
て
、
世
に
交
は
ら
ず
。
将
に
大
乱
あ
ら
ん
と
す
る
を
知
る
や
、
予

め
人
事
を
絶
ち
、
従
兄
弟
及
び
諸
も
ろ
の
親
里
と
、
与
に
相
ひ
見あ

は
ず
。
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九

云
々
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
厳
君
平
」
は
、
名
は
遵
で
、
君
平
は
そ
の
字
で

あ
る
。
卜
筮
を
事
と
し
、
楊
雄
が
君
平
に
学
ん
だ
。
蜀
の
成
都
の
人
で
あ

る
。「
司
馬
相
如
」（
前
一
七
九
〜
一
一
七
）
は
字
は
長
卿
で
、
漢
代
の
文

人
。
蜀
の
成
都
の
人
。「
楊
子
雲
」（
前
五
三
〜
後
一
八
）
も
蜀
の
成
都
の

人
。「
子
雲
」
は
字
で
、
名
は
雄
。

　

益
州
刺
史
で
あ
っ
た
周
撫
に
、
か
つ
て
蜀
で
活
躍
し
た
文
人
達
の
子
孫
の

消
息
を
た
ず
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
羲
之
は
蜀
の
景
勝
地
の
み
な
ら
ず
、
歴

史
に
関
わ
っ
た
人
物
達
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
 

朱
處
仁
、
今
何
在
。
往
得
其
書
信
、
遂
不
敢
答
。
今
因
足
下
答
其
書
。

可
令
必
達
。

 

（『
右
軍
』
一
二
・『
淳
化
』
四
・『
二
王
』
中
）

　

 

朱
處
仁
は
、
今
何い
づ

く
に
在
り
や
。
往さ
き

に
其
の
書
信
を
得
た
る
も
、
遂
に
答

へ
を
取
ら
ず
。
今
、
足
下
に
因
り
て
其
の
書
に
答
ふ
。
必
ず
達
せ
し
む
可

し
。

　

「
朱
處
仁
は
、
今
ど
こ
に
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
以
前
、
彼
か
ら
手
紙
を

も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
返
事
を
出
さ
な
い
ま
ま
で
お
り
ま
す
。
今
、
あ
な
た

に
こ
と
づ
け
て
返
事
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
必
ず
届
け
て
下
さ
い
」。
こ

こ
に
あ
る
「
朱
處
仁
」
と
は
、
龍
驤
将
軍
で
あ
っ
た
朱
燾
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
先
に
挙
げ
た
『
晋
書
』
周
撫
伝
に
は
「
初
め
、
賢
は
李
雄
の
国
師
と
為

り
、
左
道
を
以
て
百
姓
を
惑
は
し
、
人　

多
く
之
に
事
ふ
。
賁　

遂
に
衆
一

萬
有
り
。
撫
は
龍
驤
将
軍
朱
燾
と
撃
破
し
て
之
を
斬
り
、
功
を
以
て
爵
を
建

城
県
公
に
進
め
ら
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
朱
燾
は
周
撫
と
い
っ
し
ょ
に
益
州

を
平
定
し
た
人
物
で
あ
る
。「
處
仁
」
と
は
、
お
そ
ら
く
朱
燾
の
字
で
あ
ろ

う
。

 
 

省
別
、
具
足
下
小
大
問
、
為
慰
。
多
分
張
。
念
足
下
懸
情
。
武
昌
諸

子
、
亦
多
遠
宦
。
足
下
兼
懐
。
並
数
問
不
。
老
婦
頃
疾
篤
、
救
命
恒
憂

慮
。
餘
粗
平
安
。
知
足
下
情
至
。

 

（『
右
軍
』
一
三
・『
淳
化
』
三
）

　

 

別
を
省み

て
、
足
下
の
小
大
の
問
を
具つ
ぶ
さ

に
し
、
慰
め
と
為
す
。
分
張
す
る

も
の
多
し
。
足
下
の
懸
情
を
念
ふ
。
武
昌
の
諸
子
も
、
亦
た
遠
宦
す
る
も

の
多
し
。
足
下
兼
ね
て
懐お
も

は
ん
。
並
び
に
数し
ば

し
ば
問
あ
り
や
不い
な

や
。
老
婦

は
頃こ
の
こ

ろ
疾や
ま

ひ
篤
く
、
救
命
す
る
も
恒
に
憂
慮
す
。
餘
は
粗ほ

ぼ
平
安
な

り
。
足
下
の
情
の
至
れ
る
を
知
る
。

「
別
状
を
拝
見
し
て
、
お
宅
の
皆
様
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
、
安
心
い
た
し

ま
し
た
。
地
方
に
出
て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
、
さ
ぞ
か
し
ご
心
配
な
こ
と
と

思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
武
昌
の
仲
間
も
、
遠
く
に
赴
任
し
て
い
る
者
が
多

く
、
あ
な
た
も
会
い
た
く
思
っ
て
お
い
で
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
か
ら

の
便
り
は
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
か
。
老
妻
は
近
ご
ろ
病
気
が
重
く
、
祈
祷
を

し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
が
、
い
つ
も
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
者

は
、
だ
い
た
い
無
事
で
す
。
あ
な
た
の
お
心
づ
く
し
を
知
り
、
う
れ
し
く
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思
っ
て
お
り
ま
す
」。
こ
の
書
翰
を
見
れ
ば
、
羲
之
と
周
撫
と
は
か
な
り
打

ち
解
け
た
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

 
 

得
足
下
旃
罽
胡
桃
薬
二
種
、
知
足
下
至
。
戎
盬
乃
要
也
。
是
服
食
所

須
。
知
足
下
謂
須
服
食
。
方
回
近
之
、
未
許
吾
此
志
。
知
我
者
希
。
此

有
成
言
。
無
縁
見
卿
。
以
当
一
笑
。

 

（『
右
軍
』
九
・『
淳
化
』
三
・『
二
王
』
中
）

　

 

足
下
の
旃せ
ん

罽け
い

・
胡こ

桃た
う

・
薬
二
種
を
得
て
、
足
下
の
至
り
を
知
る
。
戎
盬
は

乃
ち
要
な
り
。
是こ

れ
服
食
の
須も
ち

ふ
る
所
な
り
。
足
下
の
服
食
を
須も
ち

ひ
ん
と

謂お
も

ふ
を
知
る
。
方
回
は
之
に
近
き
も
、
未
だ
吾
が
此
の
志
を
許
さ
ず
。
我

を
知
る
者
は
希ま
れ

な
り
と
。
此
れ
言
を
成
す
有
り
。
卿
を
見
る
に
縁よ
し

無
し
。

以
て
一
笑
に
当
て
ん
。

「
あ
な
た
か
ら
の
旃せ
ん

罽け
い

・
胡こ

桃た
う

・
薬
二
種
を
受
け
取
り
、
あ
な
た
の
お
心
づ

く
し
を
知
り
ま
し
た
。
戎
盬
は
大
切
な
も
の
で
す
。
服
食
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
あ
な
た
も
服
食
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
方
回

は
服
食
の
こ
と
に
詳
し
い
の
で
す
が
、
ま
だ
私
の
こ
の
思
い
を
認
め
て
く
れ

ま
せ
ん
。『
私
を
理
解
し
て
く
れ
る
者
は
希
で
あ
る
』
と
は
、
よ
く
言
っ
た

も
の
で
す
。
あ
な
た
に
お
目
に
か
か
る
す
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
先
ず
は
お
笑

い
ぐ
さ
ま
で
」。

　

こ
の
手
紙
に
あ
る
「
方
回
」
と
は
、
郗
愔
の
字
で
あ
る
。
郗
愔
は
郗
鍳
の

子
で
曇
の
兄
で
あ
る
。
王
羲
之
の
妻
の
璿
は
鍳
の
娘
で
あ
り
、
羲
之
の
子
の

献
之
は
曇
の
娘
の
道
茂
を
娶
っ
て
い
る
。「
知
我
者
希
」
は
、『
老
子
』
第
七

十
章
に
「
我
を
知
る
者
希ま
れ

な
れ
ば
、
則
ち
我
は
貴
し
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た

も
の
。

　

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
羲
之
は
か
ね
て
か

ら
服
食
養
生
に
興
味
を
懐
い
て
い
た）

4
（

。
こ
の
他
に
も
羲
之
の
書
翰
の
中
に

は
、
服
食
養
生
や
薬
方
に
関
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

 

お
わ
り
に

　

以
上
、
王
羲
之
が
周
撫
に
宛
て
た
と
思
わ
れ
る
幾
つ
か
の
書
翰
を
見
て
き

た
が
、
今
日
ま
で
七
百
条
近
い
数
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
王
羲
之
の
書
翰

の
う
ち
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
十
二
条
が
確
認
さ
れ
る
。
蜀
の
地
の
風
物
や

歴
史
、
ま
た
服
食
や
薬
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
羲
之
と
周
撫
と
の
間
で

は
、
こ
う
し
た
親
し
い
書
翰
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
二
人
が
亡
く
な
っ
た
年
、
す
な
わ
ち
升
平
五
年
（
三
六
一
）
に

羲
之
か
ら
周
撫
に
宛
て
た
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
書
翰
が
あ
る
。

 
 

足
下
今
年
、
政
七
十
耶
。
知
體
気
常
佳
。
此
大
慶
也
。
想
復
懃
加
頤

養
。
吾
年
垂
耳
順
。
推
之
人
理
、
得
爾
以
為
厚
幸
。
但
恐
前
路
転
欲
逼

耳
。
以
爾
、
要
欲
一
遊
目
汶
領
。
非
復
常
言
。
足
下
但
当
保
護
以
俟
此

期
。
勿
謂
虚
言
。
得
果
此
縁
、
一
段
奇
事
也
。

 

（『
淳
化
』
四
・『
二
王
』
上
）

 

足
下
は
今
年
、
政ま
さ

に
七
十
な
る
耶か

。
體
気
の
常
に
佳
な
る
を
知
る
。
此
れ
大
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一

慶
な
り
。
復ま

た
懃
ね
ん
ご
ろ

に
頤
養
を
加
へ
ん
こ
と
を
想
ふ
。
吾
は
年
耳
順
に
垂な
ん
な

ん
と
す
。
之
を
人
理
に
推
す
に
、
爾し
か

る
を
得
た
る
は
以
て
厚
幸
と
為
す
。
但

だ
前
路
の
転う
た

た
逼
ら
ん
と
欲す

る
を
恐
る
る
の
み
。
爾
る
を
以
て
、
一
た
び
汶ぶ
ん

領れ
い

に
遊
目
せ
ん
と
要ほ

欲つ

す
。
復
た
常
言
に
非
ず
。
足
下
は
但
だ
当
に
保
護
し

て
、
以
て
此
の
期と
き

を
俟ま

つ
べ
し
。
虚
言
と
謂お
も

ふ
こ
と
勿
か
れ
。
此
の
縁
を
果

た
す
を
得
ば
、
一
段
の
奇
事
な
り
。

す
な
わ
ち
、「
あ
な
た
は
今
年
、
ち
ょ
う
ど
七
十
に
な
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
。
い
つ
も
お
元
気
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
お
り
ま

す
。
ど
う
か
更
に
十
分
に
養
生
し
て
下
さ
い
。
私
も
耳
順
の
年
に
な
ろ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
人
の
世
の
道
理
か
ら
し
て
、
こ
の
年
ま
で
生
き
ら
れ
た
の

は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
行
く
さ
き
が
次
第
に
迫
っ
て

い
る
こ
と
が
気
が
か
り
で
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
わ
け
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
汶

嶺
へ
遊
び
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
口
先
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
は
お
体
を
大
切
に
し
て
、
そ
の
時
期
が
来
る
の
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
下
さ
い
。
嘘う

言そ

だ
と
思
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
事
が
果
た

せ
た
な
ら
ば
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
」
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
羲
之
は
五
十
九
歳
、
周
撫
は
七
十
歳
。
書
翰
の
中
に
も
「
之
を

人
理
に
推
す
に
」
す
な
わ
ち
、
人
間
の
寿
命
か
ら
言
え
ば
、
と
も
に
長
生
き

を
し
た
こ
と
に
な
る
。
老
い
先
の
短
い
こ
と
を
気
に
掛
け
な
が
ら
も
、
羲
之

は
周
撫
の
い
る
蜀
に
出
か
け
汶
嶺
に
登
っ
て
み
た
い
と
い
う
願
い
を
懐
い
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
こ
の
願
い
は
叶
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
二
人
と
も
に

此
の
年
に
世
を
去
っ
て
し
ま
う
。

　

羲
之
よ
り
も
十
一
歳
年
上
の
周
撫
は
、
乱
世
の
時
代
に
あ
っ
て
真
に
心
を

許
す
こ
と
の
で
き
る
友
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
書
翰
か
ら
分
か
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
王
羲
之
の
書
翰
は
、「
十
七
条
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
主
と

し
て
書
の
手
本
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
た

内
容
か
ら
は
羲
之
の
普
段
の
生
活
の
状
況
や
彼
の
思
い
な
ど
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
王
羲
之
の
書
翰
は
、
歴
史
の
記
録
で
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
人
間
関
係
を
我
々
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1 

）『
中
国
学
芸
大
事
典
』
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
王
羲
之
の

生
卒
年
に
は
諸
説
が
あ
る
。
初
版
本
の
森
野
繁
夫
・
佐
藤
利
行
『
王
羲

之
全
書
翰
』
白
帝
社
（
昭
和
六
十
一
年
）
で
は
清
・
魯
一
同
『
右
軍
年

譜
』
の
説
に
よ
っ
て
羲
之
の
生
年
を
永
嘉
元
年
（
三
○
七
）
と
し
た

が
、
そ
の
後
の
調
べ
に
よ
っ
て
六
朝
・
梁
の
陶
弘
景
『
真
誥
』
の
記
事

に
拠
っ
て
増
補
改
訂
版
『
王
羲
之
全
書
翰
』
で
は
生
年
を
太
安
二
年

（
三
○
三
）
に
改
め
た
。
本
稿
で
は
羲
之
の
生
卒
年
を
三
○
三
〜
三
六

一
年
と
し
て
論
を
進
め
て
い
る
。

（
2 
）
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
の
は
、
唐
・
張
彦
遠
輯
『
右
軍
書
記
』

（
津
逮
秘
書
本
『
法
書
要
録
』
所
収
）、
清
・
乾
隆
三
十
四
年
勅
輯
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十
二

『
淳
化
閣
帖
』（
広
雅
書
局
刊
『
武
英
殿
聚
珍
版
』
所
収
）、
宋
・
許
開

撰
『
二
王
帖
評
釈
』（『
横
山
草
堂
叢
書
』
所
収
）
で
あ
る
。『
右
軍
書

記
』
に
つ
い
て
は
、
宋
・
朱
長
文
『
墨
池
編
』（
康
熙
五
十
三
年
裔
孫

之
勵
就
間
堂
刊
本
）
所
収
の
も
の
と
、
明
・
王
世
貞
『
王
氏
書
苑
』

（
民
国
十
一
年
上
海
泰
東
図
書
局
用
原
刻
本
景
印
）
所
収
の
も
の
を
参

照
し
た
。

（
3 

）「
遊
目
」
の
語
は
、『
楚
辞
』
離
騒
に
「
忽
ち
反
顧
し
て
は
以
て
目
を

遊
ば
せ
、
将
に
往
き
て
四
荒
を
観
ん
と
す
」
と
あ
る
の
に
拠
る
も
の
。

広
く
遊
覧
す
る
こ
と
を
い
う
。「
遊
目
」
の
語
は
、
羲
之
の
書
翰
に

は
、
他
に
も
以
下
の
よ
う
な
も
の
に
見
え
て
い
る
。

 

　

 

知
彼
清
晏
歳
豊
。
又
所
使
有
無
一
郷
、
故
是
名
處
。
且
山
川
形
勢
乃

爾
。
何
可
以
不
遊
目
。（『
淳
化
』
四
・『
二
王
』
上
）

 
 

彼か
し
こ

の
清
晏
に
し
て
歳
の
豊
か
な
る
を
知
る
。
又
た
一い
つ

無
き
を
有
ら
し

む
る
の
所
の
郷
に
し
て
、
故も
と

よ
り
是こ

れ
名
處
な
り
。
且
つ
山
川
の
形
勢

は
乃
ち
爾し
か

り
。
何
ぞ
以
て
遊
目
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。

 

　

 

頃
猶
小
差
。
欲
極
遊
目
之
娯
、
而
吏
卒
守
之
。
可
歎
耳
。
陽
花
果
似

小
可
。
何
日
得
卿
諸
人
共
賞
。（『
右
軍
』
三
三
一
）

 
 

頃こ
の
こ

ろ
猶
ほ
小
し
く
差い

ゆ
。
遊
目
の
娯
し
み
を
極
め
ん
と
欲
す
る
も
、

而
も
吏
卒
之
を
守
る
。
歎
く
可
き
の
み
。
陽
花
は
果
た
し
て
小
し
く
可

な
る
が
似ご
と

し
。
何
れ
の
日
に
か
卿
ら
諸
人
と
共
に
賞
す
る
を
得
ん
。

（
4 

）
佐
藤
利
行
「
王
羲
之
と
五
石
散
」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

論
集
』
第
六
十
五
巻
）、
森
野
繁
夫
『
王
羲
之
伝
論
』（
白
帝
社
）
二
○

六
頁
「
服
食
養
生
」
を
参
照
。

（
5
）
佐
藤
利
行
『
陸
雲
研
究
』（
白
帝
社
）
を
参
照
。

（
6 

）
佐
藤
利
行
「
陸
機
『
弔
魏
武
帝
文
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
学
論
集
』

第
十
三
号
）
を
参
照
。
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十
三

王羲之和周撫

佐　藤　利　行

　　作為王羲之草書的珍品，《十七帖》久負盛名。據說這是寫給益州刺史周撫的信函。讓我們試

看一則如下：

　　　 云譙周有孫，高尚不出。今為所在。其人有以副此志不。令人依依。足下具示。厳君平司馬

相如楊子雲，皆有後否。

　　書中出現的“譙周”“厳君平”“司馬相如”“楊子雲”皆為蜀地之人，從內容來看，也可以知

道這的確是寫給周撫的信函。

　　本文就以《晋書》《世説新語》以及王羲之的信函作為資料，來考察一下兩人的關係。


